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農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
京
力
農
場

プ
ラ
ン
）
」
は
、
令
和
５
年
４
月
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正

と
と
も
に
「
地
域
計
画
」
に
名
称
が

変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
さ
ん
で
守
り

続
け
て
き
た
農
地
を
、
次
世
代
に
着

実
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
将
来

地
域
の
農
地
を
誰
が
利
用
し
、
ど
の

よ
う
に
ま
と
め
て
い
く
か
、
地
域
農

業
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・
発
展
し
て

い
く
か
を
地
域
農
業
の
関
係
者
が
一

体
と
な
り
話
し
合
い
、
新
た
に
「
地

域
計
画
」
に
反
映
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

こ
の
地
域
計
画
に
は
人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
お
け
る
「
地
域
農
業
の
将
来

の
在
り
方
」
に
加
え
、
地
域
ご
と
の

農
地
利
用
の
「
目
標
地
図
」
を
作
成

し
ま
す
。
若
年
者
や
女
性
を
含
む
幅

広
い
方
々
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
地
域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

南
丹
市
で
は
令
和
５
年
度
か
ら
、

集
落
農
地
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め

に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
利
用

状
況
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
調
査

結
果
を
直
接
入
力
で
き
る
の
で
、
紙

ベ
ー
ス
で
作
業
す
る
よ
り
も
時
間
が

短
縮
で
き
写
真
の
保
存
も
で
き
る
た

め
調
査
の
負
担
が
減
少
し
ま
し
た
。

利
用
状
況
調
査
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

お
こ
な
い
、
現
在
の
利
用
者
を
農
家

（
事
）
組
合
長
な
ど
地
域
の
協
力
を

得
て
確
定
し
、
今
後
の
利
用
意
向
を

確
認
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
基

に
集
落
で
話
し
合
い
を
お
こ
な
い
、

将
来
、
農
地
と
し
て
守
っ
て
い
く
範

囲
、
一
筆
ご
と
の
農
地
の
利
用
者
を

示
し
た
目
標
地
図
の
素
案
を
作
成
し

ま
す
。
さ
ら
に
素
案
を
基
に
地
域
で

農
地
の
利
用
方
法
を
検
討
し
目
標
地

図
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
南
丹
市
で
は

こ
の
地
域
計
画
を
18
の
旧
村
ご
と
に

作
成
し
ま
す
。

農
業
者
が
安
心
し
て
農
業
で
き
る

よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

（
取
材
：
谷
口
定
己
前
委
員
）

地
域
計
画
の
取
組
み
に
つ
い
て

委 員 の 役 割

農業委員
●農地の賃借、売買の許可、決定等

●農地転用許可への意見、届出の受理

●現地での調査、指導及び監視業務　など

　農地法等に基づく業務を行います。

●農地の適正利用の確保に向けた現地活動
●担い手への農地集積、集約化
●農地の貸し手、借り手の掘り起しやマッチング活動
●新規参入者への支援活動　など
　担当する地域で活動を行います。

●耕作放棄地の発生防止、解消
●農業者年金の加入推進
●全国農業新聞の普及推進　など

●農地を売買したい。　　　●農地を農地以外に転用したい。
●新しく農業を始めたい。　●農地の借り手を探してほしい。など

連携

※農業者年金や全国農業新聞についても地元の委員もしくは、農業委員会事務局までお問合せください。
4 ページから紹介する地元の委員にお問合せ・ご相談ください！

農地利用最適化推進委員

共通業務

農
業
委
員
会

で
の
手
続
き

令和6年7月から令和6年7月から
農業委員19名農地利用最適化推進委員29名の農業委員19名農地利用最適化推進委員29名の

新体制がスタート！新体制がスタート！

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

会
　
長
　
浅
　
田
　
　
均

第30回『農業委員だより』全国コンクール

優 秀 賞 受 賞

第32回『京都府農業委員会広報コンクール』 銅賞受賞銅賞受賞

農
業
者
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
委

員
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
会
長
職
を
拝
命
し
改
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

さ
て
農
業
事
情
は
年
々
厳
し
く
な
る
ば
か
り

で
あ
り
ま
す
。
獣
害
や
資
材
高
騰
等
に
よ
る
耕

作
意
欲
の
減
退
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
５
年

先
、
中
に
は
２
～
３
年
が
見
通
せ
な
い
と
言
う

地
区
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
市
の
農
業
を
守
り

残
し
て
行
く
た
め
農
業
委
員
19
名
、
推
進
委
員

29
名
体
制
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

会
長
の
職
務
と
し
て
担
い
手
、
農
業
委
員
、

推
進
委
員
の
連
携
な
ど
円
滑
な
活
動
が
出
来
る

環
境
作
り
の
推
進
に
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
、

ご
助
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

会
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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南丹市の南丹市の 農業委員農業委員・・
農地利用最適化推進委員農地利用最適化推進委員 をを
紹介します!紹介します!

保
存
版

❻久
く ぜ
世　善

よしはる
春 ❼田

たづる
鶴　昌

まさこ
子

赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

❽芦
あしだ
田　竜

りゅういち
一

❶湯
ゆあさ
浅　照

てるお
夫

（広報委員長）
❷大

おお
沢
さわ
　泰

やす
一
かず

❸湯
ゆあさ
浅　勝

かつとし
敏

❹谷
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川　増
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夫 ❺湯

ゆあさ
浅　　滿

みつる

❾井
いじり
尻　　寬

ひろし

日吉町担当委員

名　前 担 当 地 区 部会
❶ 湯浅　照夫 殿田、田原（東雲）、中世木、生畑、木住、中、天若 広報
❷ 大沢　泰一 四ツ谷、佐々江、田原（彰徳・興風・和田・新シ・片野） 農政
❸ 湯浅　勝敏 保野田、志和賀 農政
❹ 谷川　増夫 胡麻、上胡麻、畑郷 農政
❺ 湯浅　　滿 殿田、田原（東雲）、中世木、生畑、木住、中、天若 農政
❻ 久世　善春 四ツ谷、佐々江、田原（彰徳・興風・和田・新シ・片野） 広報
❼ 田鶴　昌子 上胡麻、畑郷 広報
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❸❾❷❷❼❽❼❽

❹

❺

赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

名　前 担 当 地 区 部会
❶ 野中　　好 元町、小山東町、小山西町、城南町、栄町、美園町、小桜町、横田、黒田 農政
❷ 藤田　孝一 上木崎町、河原町、内林町、木崎町、瓜生野、熊崎、新堂、千妻、曽我谷 農政
❸ 平野　清久 船岡、高屋、大戸、熊原、佐切、越方 広報
❹ 関　　隆宏 竹井、仁江、船阪、大西、宍人、半田、口人、口司 農政
❺ 奥村　直樹 殿谷、埴生、南大谷、若森、天引、南八田、法京、大河内 農政
❻ 森　　爲次 元町、小山東町、小山西町、城南町、栄町、美園町、小桜町、横田、黒田 農政
❼ 中井　順市 瓜生野、熊崎、新堂、上木崎町、河原町 広報
❽ 中井　　剛 千妻、曽我谷、内林町、木崎町 広報
❾ 松井　延栄 船岡、高屋、大戸、熊原、佐切、越方 農政

村　嘉治 竹井、仁江 農政
村　邦夫 船阪、大西、宍人 広報
村下　好則 半田、口人、口司 農政
野々口善文 天引、南八田、法京、大河内 農政
奥村喜久雄 殿谷、埴生、南大谷、若森 広報

❶野
のなか
中　　好

こう

❼中
なかい
井　順

じゅんいち
市

❾松
まつい
井　延
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村
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下　好

よしのり
則

❷藤
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田　孝

こういち
一

❽中
なかい
井　　剛

つよし

❸平
ひらの
野　清

きよひさ
久 ❹関
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たかひろ
宏 ❺奥

おくむら
村　直

なおき
樹

野
の の ぐ ち
々口善

よしふみ
文

村　嘉
よしはる
治

❻森
もり
　　爲

ためつぐ
次

村　邦
くにお
夫

にしむら にしむら

❶❶❻❻
❹❼❽
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❻
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園部 IC

船岡駅船岡駅

日吉駅日吉駅

日吉ダム日吉ダム

世木ダム世木ダム

鍼灸大学前駅鍼灸大学前駅

胡麻駅胡麻駅

南丹市の南丹市の 農業委員農業委員・・
農地利用最適化推進委員農地利用最適化推進委員 をを
紹介します!紹介します!

保
存
版

❻久
く ぜ
世　善

よしはる
春 ❼田

たづる
鶴　昌

まさこ
子

赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

❽芦
あしだ
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りゅういち
一
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ゆあさ
浅　照

てるお
夫

（広報委員長）
❷大

おお
沢
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　泰
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一
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❸湯
ゆあさ
浅　勝

かつとし
敏

❹谷
たにかわ
川　増

ますお
夫 ❺湯

ゆあさ
浅　　滿

みつる

❾井
いじり
尻　　寬

ひろし

日吉町担当委員

名　前 担 当 地 区 部会
❶ 湯浅　照夫 殿田、田原（東雲）、中世木、生畑、木住、中、天若 広報
❷ 大沢　泰一 四ツ谷、佐々江、田原（彰徳・興風・和田・新シ・片野） 農政
❸ 湯浅　勝敏 保野田、志和賀 農政
❹ 谷川　増夫 胡麻、上胡麻、畑郷 農政
❺ 湯浅　　滿 殿田、田原（東雲）、中世木、生畑、木住、中、天若 農政
❻ 久世　善春 四ツ谷、佐々江、田原（彰徳・興風・和田・新シ・片野） 広報
❼ 田鶴　昌子 上胡麻、畑郷 広報
❽ 芦田　竜一 胡麻 農政
❾ 井尻　　寬 保野田、志和賀 農政

京
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八木駅八木駅

吉
富
駅

吉
富
駅

園
部
駅

園
部
駅

南丹市役所南丹市役所

南丹市役所
八木支所
南丹市役所
八木支所

園部 IC

船岡駅船岡駅

日吉ダム日吉ダム
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自動車道
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自動車道

八木西 IC

八木中 IC

南丹 PA

八木東 IC

（広報副委員長） （会長職務代理）（農政副部会長）

奥
おくむら
村喜

き く お
久雄

園部町担当委員

❸❾❷❷❼❽❼❽

❹

❺

赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

名　前 担 当 地 区 部会
❶ 野中　　好 元町、小山東町、小山西町、城南町、栄町、美園町、小桜町、横田、黒田 農政
❷ 藤田　孝一 上木崎町、河原町、内林町、木崎町、瓜生野、熊崎、新堂、千妻、曽我谷 農政
❸ 平野　清久 船岡、高屋、大戸、熊原、佐切、越方 広報
❹ 関　　隆宏 竹井、仁江、船阪、大西、宍人、半田、口人、口司 農政
❺ 奥村　直樹 殿谷、埴生、南大谷、若森、天引、南八田、法京、大河内 農政
❻ 森　　爲次 元町、小山東町、小山西町、城南町、栄町、美園町、小桜町、横田、黒田 農政
❼ 中井　順市 瓜生野、熊崎、新堂、上木崎町、河原町 広報
❽ 中井　　剛 千妻、曽我谷、内林町、木崎町 広報
❾ 松井　延栄 船岡、高屋、大戸、熊原、佐切、越方 農政

村　嘉治 竹井、仁江 農政
村　邦夫 船阪、大西、宍人 広報

村下　好則 半田、口人、口司 農政
野々口善文 天引、南八田、法京、大河内 農政
奥村喜久雄 殿谷、埴生、南大谷、若森 広報
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八木中 IC

南丹 PA

八木東 IC

八木町担当委員

❷
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❹

❸❼❽
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田　　均

ひとし
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一
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ひとし
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こくふ
府　博

ひろみ
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よしたか
隆
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本　治

はるき
樹
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瀬　一
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明

松
まつもと
本　隆

たかひろ
洋

❺川
かわかつ
勝　芳
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明

若
わか い
井　勝

かつみ
美

綿
わた い
井　幸

こうじ
二

鸖
つるやま
山　昌

まさひと
仁

赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

名　前 担 当 地 区 部会
❶ 浅田　　均 会長職の為担当地域を持ちません 農政
❷ 中川　能季 氷所、青戸、屋賀、北屋賀、西田、観音寺、日置、刑部、北広瀬 農政
❸ 山口　　均 八木、柴山、鳥羽、玉ノ井、美里、室河原、木原、池ノ内、南広瀬、大薮、八木嶋 農政
❹ 橋本　治樹 船枝、山室、室橋、諸畑、野条、池上 農政
❺ 川勝　芳明 神吉 広報
❻ 小早川健一 西田、刑部、北広瀬 広報
❼ 齊藤　昌久 観音寺、日置、氷所 農政
❽ 國府　博美 屋賀、北屋賀、青戸 広報
❾ 葊瀬　一明 玉ノ井、八木嶋、大薮、南広瀬 農政

若井　勝美 池ノ内、木原、室河原、美里、鳥羽 農政
鸖山　昌仁 八木、柴山 広報
池上　尚隆 諸畑、野条、池上 広報
松本　隆洋 船枝、山室、室橋 農政
綿井　幸二 神吉 農政

南丹市役所
美山支所
南丹市役所
美山支所

大野ダム大野ダム

美山町担当委員

❾ ❹

❸❽

❶❻

❷

❼

❺

❶神
かみさわ
澤　典
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❼平
ひらい
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幸

❷三
みさき
﨑　正
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ひとし

❸藤
ふじわら
原　忠

ただし
司

❾谷
たにもと
本みどり

❹上
うえだ
田　純

じゅんじ
二

（会　長）（農政部会長）

南
なんじょう
條　勝

まさかず
和

❺長
ながの
野　　敏

さとし

野
のぐ ち
口　則

のりあき
彰

赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

名　前 担 当 地 区 部会
❶ 神澤　典子 原、板橋、宮脇、下吉田、長谷、島、上司、和泉、静原 広報
❷ 三﨑　正子 又林、下平屋、上平屋、安掛、野添、長尾、深見、荒倉、内久保 農政
❸ 藤原　忠司 萱野、大野、三埜、肱谷、小渕、向山、樫原、音海 農政
❹ 上田　純二 鶴ヶ岡、盛郷、高野、福居、豊郷 農政
❺ 長野　　敏 南、北、中、下、知見、河内谷、江和、田歌、芦生、白石、佐々里 農政
❻ 波多野義幸 原、板橋、宮脇、下吉田、長谷、島、上司、和泉、静原 農政
❼ 平井　　隆 又林、下平屋、上平屋、安掛、野添、長尾、深見、荒倉、内久保 広報
❽ 八木　　均 萱野、大野、三埜、肱谷、小渕、向山、樫原、音海 広報
❾ 谷本みどり 福居、豊郷 農政

南條　勝和 鶴ヶ岡、盛郷、高野 農政
野口　則彰 南、北、中、下、知見、河内谷、江和、田歌、芦生、白石、佐々里 広報
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八木町担当委員
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赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

名　前 担 当 地 区 部会
❶ 浅田　　均 会長職の為担当地域を持ちません 農政
❷ 中川　能季 氷所、青戸、屋賀、北屋賀、西田、観音寺、日置、刑部、北広瀬 農政
❸ 山口　　均 八木、柴山、鳥羽、玉ノ井、美里、室河原、木原、池ノ内、南広瀬、大薮、八木嶋 農政
❹ 橋本　治樹 船枝、山室、室橋、諸畑、野条、池上 農政
❺ 川勝　芳明 神吉 広報
❻ 小早川健一 西田、刑部、北広瀬 広報
❼ 齊藤　昌久 観音寺、日置、氷所 農政
❽ 國府　博美 屋賀、北屋賀、青戸 広報
❾ 葊瀬　一明 玉ノ井、八木嶋、大薮、南広瀬 農政

若井　勝美 池ノ内、木原、室河原、美里、鳥羽 農政
鸖山　昌仁 八木、柴山 広報
池上　尚隆 諸畑、野条、池上 広報
松本　隆洋 船枝、山室、室橋 農政
綿井　幸二 神吉 農政

南丹市役所
美山支所
南丹市役所
美山支所

大野ダム大野ダム

美山町担当委員
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（会　長）（農政部会長）

南
なんじょう
條　勝

まさかず
和

❺長
ながの
野　　敏

さとし

野
のぐ ち
口　則

のりあき
彰

赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

名　前 担 当 地 区 部会
❶ 神澤　典子 原、板橋、宮脇、下吉田、長谷、島、上司、和泉、静原 広報
❷ 三﨑　正子 又林、下平屋、上平屋、安掛、野添、長尾、深見、荒倉、内久保 農政
❸ 藤原　忠司 萱野、大野、三埜、肱谷、小渕、向山、樫原、音海 農政
❹ 上田　純二 鶴ヶ岡、盛郷、高野、福居、豊郷 農政
❺ 長野　　敏 南、北、中、下、知見、河内谷、江和、田歌、芦生、白石、佐々里 農政
❻ 波多野義幸 原、板橋、宮脇、下吉田、長谷、島、上司、和泉、静原 農政
❼ 平井　　隆 又林、下平屋、上平屋、安掛、野添、長尾、深見、荒倉、内久保 広報
❽ 八木　　均 萱野、大野、三埜、肱谷、小渕、向山、樫原、音海 広報
❾ 谷本みどり 福居、豊郷 農政

南條　勝和 鶴ヶ岡、盛郷、高野 農政
野口　則彰 南、北、中、下、知見、河内谷、江和、田歌、芦生、白石、佐々里 広報
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【新広報委員長一言】
今日、農業を取り巻く環境は依然として厳しい状況下ではありますが、今後も広報紙を通じて、皆様への情報をご提供さ
せていただくとともに、様々な課題に対応したいと思いますので、農業委員にお気軽にご相談ください。

（広報委員長：湯浅　照夫）

地域の食と農業の情報紙『なんたん』
自慢の農作物・地域の積極的な取り組み・地元野菜の
食べられるお店など、すてきな情報をお待ちしております。
農業委員会事務局　電話：0771-68-0067

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
総　　会 5日(木) 7日(月) 5日(火) 5日(木) 9日(木) 5日(水) 5日(水)
申請締切 １3日（金） １5日（火） 15日（金） １３日（金） １5日（水） １４日（金） １４日（金）
現地確認 ２５日（水） ２5日（金） ２5日（月） ２５日（水） ２4日（金） ２5日（火） ２5日（火）

■ 田（水稲）の部 （単位：円/10アール、筆）

地域区分 平均額 最高額 最低額 データ数 使用貸借（無償）データ数
市街化区域 園部・八木地域 − − − 0 2

市街化区域
以外の地域

園部・八木地域 6,400 10,000 3,000 40 414
日吉地域 3,700 8,000 1,000 8 56
美山地域 − − − 0 122

（参考）南丹市平均 5,950 − − − −

■ 畑の部 （単位：円/10アール、筆）

平均額 最高額 最低額 データ数 使用貸借（無償）データ数
市街化区域 園部・八木地域 − − − 0 0

市街化区域
以外の地域

園部・八木地域 − − − 0 10
日吉地域 12,000 12,000 12,000 4 1
美山地域 1,200 1,200 1,200 1 8

（参考）南丹市平均 − − − − −

開催日 主な会議・事業名

10月
10日(木) 地域別検討会（〜11日）
中旬 農地等利用最適化推進施策の改善に関する意見書提出

11月
14日(木) 管外視察研修（〜15日）
22日(金) 農業委員会だより「なんたん」55号発行

2月 28日(金) 農業委員会だより「なんたん」56号発行

農業委員会 活動計画表（予定）

令和5年1月から12月までに締結（公告）された南丹市の賃借料水準（10アールあたり）は下表のとおりで
す。農地の賃貸借契約の際に、あくまで目安として活用してください。貸し手と借り手で十分に話し合い、お
互いが納得できる額で貸借を決定してください。

農地の賃借料情報
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